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【表紙解説】

未来エレベーターコンテスト
最優秀賞 受賞作「Hydrovator」

2030年、日本では増加し続ける老年人口により、人口の 3割

を 65歳以上の高齢者が占める超高齢化社会の到来が予想され

ている。都市人口は東京を除きすべての都市で減少し、公共イ

ンフラの整備にも影響が出るだろう。

そのような未来に求められる移動と交通機関はどのようなもの

なのだろうか。

FUTURE DESIGN 2008 未来エレベーターコンテストの最優

秀賞に輝いたこの作品は、2030年のビジョンを都市内交通と

都市間交通の両面から考えている点が高く評価された。

03 -09 特集●交通と都市の未来形
 FUTURE DESIGN 2008
 未来エレベーターコンテスト
10-13 連載●リニューアル探検隊が行く！

 トキハ
14 -15 連載●安全・安心を科学する

 機械の安全を実現するには？  明治大学教授  向殿政男氏に聞く安全装置の考え方

  16 交通の快楽

 アイルランドを
 縦断して走る鉄道

vol .17  2009

vol.17 2009
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

今号の東芝エレベータ広報誌「FUTURE DESIGN」Vol.17に対
するご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」
をお送りします。今号の特選品は、キーホルダー型アラーム
「REVEX 離れるとアラームWSA500」です。盗難や置き
引きはもちろん、荷物の置き忘れなどで荷物から離れると、
アラームとバイブレーションで知らせてくれます。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2009年4月30日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

するご感想をお聞かせください。抽選で10名さまに「特選品」
をお送りします。今号の特選品は、キーホルダー型アラーム
「REVEX 離れるとアラームWSA500」です。盗難や置き
引きはもちろん、荷物の置き忘れなどで荷物から離れると、
アラームとバイブレーションで知らせてくれます。

地球環境に配慮した大豆油インキ
を使用しています

古紙20％＋植林木・ECFパルプ80％
の再生紙を使用しています

油圧式エレベーターの緊急点検実施について

お 知 ら せ

　昨年12月8日に京都市内のマンションで発生しました弊社製油圧式エ
レベーター（定期点検は弊社以外の保守会社が担当）の事故を受けまして、弊
社はご利用者様により安心してお使いいただくため、自主的に同一タイプの
油圧式エレベーターの臨時点検を開始したところ、国土交通省から緊急点検
指示があり、建築基準法第12条第3項の検査又は同条第4項の点検に準
じた点検を実施いたしました。
　お客様をはじめ、ご利用者様並びにご関係の皆様に、多大なご心配とご迷
惑をお掛けしましたことを深くお詫び申し上げますとともに、緊急点検に際
してご協力をいただき、誠にありがとうございました。
　今後、より一層エレベーターを安全・安心・快適にご利用いただくため、
技術と品質の維持・向上に注力してまいりますので、引き続きご愛顧賜りま
すよう何卒よろしくお願い申し上げます。
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　これまで東芝エレベータは、広報誌『FUTURE DESIGN』を通じて安全で快適な未来のエレベ
ーターやエスカレーターのかたちを読者の皆さまにご提案してきました。
　2030年、日本では人口の3割を65歳以上の高齢者が占める社会となっています。
　グローバル規模で見ても高齢化社会が進展している世の中では、エレベーターやエスカレーター
はどのように利用されているのでしょうか。昨年度、指定校コンペ形式で行ったコンテストを、大
学生を中心とした学生の皆さまを対象とした一般公募に拡大し、都市や建築のあり方を変える、
斬新で実現可能性のある2030年のエレベーター・エスカレーターのアイデアを考えていただき
ました。

 特集●交通と都市の未来形

未来エレベーターコンテスト 

募
集
テ
ー
マ 

キ
ー
ワ
ー
ド 

「
移
動
」

テ
ー
マ 

「
未
来
の
垂
直
・
斜
行
交
通
」 

賞
品
／
賞
金 

最
優
秀
賞  

50
万
円（
1
点
）

優
秀
賞  

20
万
円（
1
点
）

審
査
員
賞 

賞
状
・
副
賞
（
盾
）（
2
点
）   

募
集
対
象
・
期
間 

募
集
対
象  

大
学
お
よ
び
大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
、
短
大
、
専
門
学
校
の
在
学
生

募
集
期
間  

2
0
0
8
年
7
月
15
日
〜
2
0
0
8
年
10
月
31
日
（
消
印
有
効
）

提
出
物 

設
計
意
図
を
表
現
し
た
図
表
お
よ
び
作
品
の
解
説
文
（
4
0
0
字
以
内
）
を
A
1
判
サ
イ
ズ

に
収
め
た
も
の
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最 優 秀 賞

2
0
3
0
年
の
都
市
に
必
要
な

交
通
手
段
と
は
な
に
か
？

 　

ガ
ラ
ス
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

用
い
た
チ
ュ
ー
ブ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

シ
ス
テ
ム
。
動
力
源
に
海
か
ら
採

取
し
た
脱
塩
さ
れ
た
水
を
使
用
し
、

他
の
資
源
と
と
も
に
人
々
を
運
ぶ
。

ま
た
「
H
y
d
r
o
v
a
t
o
r
」 

に
は
小
さ
な
カ
プ
セ
ル
状
の
水
耕

ポ
ッ
ド
が
い
く
つ
も
備
え
ら
れ
て

お
り
、
人
を
運
ぶ
と
同
時
に
作
物

の
栽
培
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
将
来
人
口
減
少
の

加
速
や
石
油
危
機
と
い
っ
た
資
源

管
理
の
問
題
な
ど
に
よ
り
、
既
存

の
都
市
の
多
く
が
収
縮
に
向
か
う

状
況
が
避
け
ら
れ
な
い
と
予
測
す

る
。
こ
の
作
品
で
は
こ
れ
ら
の

問
題
と
平
行
し
て
、
国
や
地
方
は

自
給
自
足
の
方
向
に
向
か
っ
て
い

く
と
考
え
て
お
り
、
都
市
を
貫
く

「
H
y
d
r
o
v
a
t
o
r
」
は

都
市
の
既
存
の
輸
送
機
関
に
代
わ

り
、
農
業
と
市
場
ス
ペ
ー
ス
を
提

供
す
る
未
来
を
提
案
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
あ
る
。

Hydrovator ─都市を貫く、都市を繋げる─

城納  剛（近畿大学大学院）

ロバート・ウィリアム・ニモ（近畿大学大学院）

最 優 秀 賞 受 賞 作 品 と 審 査 員 講 評

都市に移動と農業を
Grand Prix

人口や資源の減少が予測される 2030年の世界に必要となるものは何か。
高い問題意識と、そこに住む人々の心を考えた作品であることが評価された。
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舞
台
設
定
を
、
東
京
を
中
心
と
し

た
関
東
一
円
と
し
た
構
想
の
広
が
り

を
ま
ず
は
評
価
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
ビ
ル
間
を
繋
ぐ
捻
れ
た

ネ
ッ
ト
状
の
径
路
も
、
人
々
が
乗
る

カ
プ
セ
ル
の
輸
送
だ
け
で
は
な
く
、

水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て

お
り
、
都
市
の
新
し
い
あ
り
方
を
考

え
る
う
え
で
の
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性

を
よ
く
理
解
し
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
、
現
在
の
都
市
が
抱

え
る
問
題
を
的
確
に
捉
え
た
う
え
で
、

提
示
し
た
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
に
よ
り
大
胆

に
提
案
で
き
て
お
り
、
最
優
秀
賞
に

ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

　

こ
う
し
た
い
く
ぶ
ん
荒
削
り
な
未

来
像
に
は
好
悪
が
別
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
提
案
の
強
度
と
明
快
さ
が
、
議

論
を
誘
発
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

審

査

員

講

評

今村 創平
IMAMURA Souhei

　

人
と
水
と
植
物
と
の
物
流
・
交
流

の
新
し
い
空
間
的
組
み
合
わ
せ
を
提

示
し
た
作
品
。

　

水
路
は
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

進
め
る
う
え
で
、
重
要
性
は
認
識
さ

れ
な
が
ら
も
蓋
を
か
ぶ
せ
隠
す
よ
う

に
地
中
に
埋
め
込
む
形
の
整
備
が
多

い
な
か
で
、
あ
え
て
陽
光
を
当
て
る

提
案
で
あ
り
、
交
通
面
か
ら
は
未
来

型
の
運
河
建
設
の
提
案
に
見
え
ま
す
。

　

技
術
的
困
難
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
実

現
し
た
場
合
の
維
持
管
理
の
大
変
さ

も
十
分
想
像
で
き
ま
す
が
、
し
か
し

〝
人
と
水
と
植
物
と
の
物
流
・
交
流
〞

は
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
新
た
な
空

間
的
組
み
合
わ
せ
の
提
案
は
新
し
い

文
明
の
あ
り
方
の
提
案
に
も
繋
が
る

奥
の
深
い
も
の
で
す
。

　

関
係
者
の
や
る
気
と
能
力
を
力
強

く
刺
激
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
評
価
し

ま
す
。 辛島 恵美子

KANOSHIMA Emiko

　

2
0
3
0
年
に
お
け
る
未
来
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
り
方
と
し
て
、
自

然
・
水
・
技
術
を
統
合
し
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
提
案
し
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

無
機
質
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
建
物
の
外
に
出

し
、
自
然
と
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

都
市
計
画
の
新
ア
イ
テ
ム
と
し
て
の

存
在
意
義
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、

水
の
循
環
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
自
然

と
い
う
恵
み
が
与
え
る
新
し
い
環
境

は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
精
神
に
も
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
あ
る
意
味
建

物
と
建
物
の
間
の
安
全
性
を
高
め
た

り
、
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
提
案
の
始
ま

り
に
な
る
可
能
性
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ア
イ
デ

ア
が
明
確
で
分
か
り
や
す
く
、
ま
た
英

語
と
日
本
語
を
う
ま
く
使
っ
て
い
る
の

で
、
国
際
的
に
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

アニリール・セルカン
ANILIR Serkan

　

こ
れ
ま
で
の
都
市
は
、
上
下
水
道
、

電
気
、
廃
棄
物
、
交
通
、
情
報
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
が
バ
ラ
バ
ラ

に
整
備
さ
れ
、
多
重
化
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
提
案
は
、
複
数
の
異
な
る
イ
ン

フ
ラ
を
「
束
ね
合
わ
せ
（
よ
り
合
わ

せ
）」、
空
中
で
都
市
を
繋
い
で
い
く

も
の
で
、
ま
る
で
生
命
体
の
よ
う
な

有
機
性
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
実
現
ま

で
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
障
害
が
予

想
さ
れ
る
が
、
容
易
に
想
像
で
き
る

近
未
来
で
は
な
く
、
さ
ら
に
遠
い
未

来
へ
向
け
て
、
思
い
切
っ
た
想
像
力

の
飛
翔
が
あ
る
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
を
見
る
と
、
従
来

の
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
鉄
道
網
が
地
上

を
走
っ
て
い
る
上
空
に
、
提
案
す
る

未
来
の
チ
ュ
ー
ブ
を
架
け
る
こ
と
で

過
去
と
未
来
の
対
比
が
よ
り
鮮
明
に

な
る
。
こ
う
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
構
成
も
巧
み
で
あ
る
と
思
う
。

田中 浩也
TANAKA Hiroya

　

都
市
空
間
に
お
け
る
移
動
手
段

と
し
て
水
を
利
用
す
る
こ
と
は
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
が
、
水
は
身
近

で
あ
る
が
故
に
、
我
々
は
そ
の
有
効

性
を
見
過
ご
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
移
動
手
段
と
都
市
環

境
対
策
を
兼
ね
た
空
中
運
河
と
も

い
え
る
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
こ
の
ま
ま

２
０
３
０
年
に
実
現
さ
せ
る
の
は
難

し
い
が
、
部
分
的
な
手
段
と
し
て
の

実
現
性
は
十
分
に
期
待
で
き
る
。

　

パ
ネ
ル
は
ア
イ
デ
ア
が
直
感
的
に

理
解
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
お
り
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
も
高
い
表
現
力
を

持
つ
。
都
市
間
の
高
速
大
量
輸
送
機

関
の
象
徴
で
あ
る
新
幹
線
を
中
心
に

置
い
て
「
H
y
d
r
o
v
a
t
o
r
」

と
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

能
力
を
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
網

目
状
チ
ュ
ー
ブ
の
緑
色
が
自
然
な
エ

コ
パ
ワ
ー
も
感
じ
さ
せ
て
い
る
。

原田  豊
HARADA Yutaka

建
築
家
。
1
9
6
6
年
東
京
生
ま
れ
。
1
9
8
9

年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
。

1
9
9
0
年
か
ら
1
9
9
2
年
ま
で
A
A
ス
ク

ー
ル
（
ロ
ン
ド
ン
）、
2
0
0
2
年
設
計
事
務
所

ア
ト
リ
エ
・
イ
マ
ム
一
級
建
築
士
事
務
所
設
立
。

2
0
0
3
年
プ
ロ
ス
ペ
ク
タ
ー
設
立
。
ブ
リ
テ
ィ

ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
、
芝
浦
工
業

大
学
大
学
院
、
工
学
院
大
学
、
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
安
全
学
研
究
所
理
事
。
1
9
4
9
年

生
ま
れ
。
東
京
薬
科
大
学
薬
学
部
薬
学
科
卒
業
、

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
基
礎
法
学

専
攻
修
士
課
程
修
了
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
学
際
工
学
専
攻
博
士
課
程
満
期
退
学
。
薬

剤
師
。
三
菱
化
成
工
業
株
式
会
社
、
三
井
情
報
開

発
株
式
会
社
総
合
研
究
所
を
経
て
、
N
P
O
法
人

安
全
学
研
究
所
を
設
立
し
、
現
在
、
理
事
。
主
に

科
学
技
術
政
策
的
観
点
か
ら
安
全
問
題
や
リ
ス
ク

対
策
に
取
り
組
む
。

宇
宙
物
理
学
者
。１
９
７
３
年
ド
イ
ツ
生
ま
れ
で

国
籍
は
ト
ル
コ
共
和
国
。東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科
建
築
学
専
攻
助
教
、ロ
ー
マ
大
学
・
ナ
ポ
リ

大
学
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
客
員
教
授
、東
京
理

科
大
学
・
筑
波
大
学
非
常
勤
講
師
な
ど
を
務
め
る
。

現
在
、２
０
０
１
年
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
宇
宙
飛
行
士
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
了
、２
０
０
４
年
ト
ル
コ
人
初
の
宇
宙

飛
行
士
候
補
に
選
ば
れ
る
。U.S

. Technology 
A
w
a
rd

、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
物
理
賞
お
よ
び

A
m
erican M

edal of H
onor

を
受
賞
。

慶
應
義
塾
大
学 

環
境
情
報
学
部 

准
教
授
、
デ
ザ

イ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
1
9
7
5
年
北
海
道
生
ま
れ
。

京
都
大
学
総
合
人
間
学
部
、
同
大
学
院
人
間
環
境

学
研
究
科
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博

士
後
期
課
程
修
了
。
博
士
（
工
学
）。
東
京
大
学
生

産
技
術
研
究
所
助
手
な
ど
を
経
て
現
職
。
東
京
大

学
空
間
情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
、

国
際
メ
デ
ィ
ア
研
究
財
団
非
常
勤
研
究
員
を
兼
務
。

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社 

取
締
役
上
席
常
務 

統
括
技
師
長
。
1
9
5
1
年
生
ま
れ
。
九
州
工
業

大
学
工
学
部
卒
。
株
式
会
社
東
芝
府
中
工
場
昇
降

機
部
長
、
東
芝
電
梯
（
上
海
）
有
限
公
司
責
任
者

を
経
て
、
現
在
に
至
る
。
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│
こ
の
案
で
は
、
水
と
い
う
も
の

が
う
ま
く
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

交
通
機
関
と
水
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は

ど
こ
か
ら
思
い
つ
か
れ
た
の
で
す
か
。

ニ
モ　

東
京
に
は
非
常
に
大
き
な

ベ
イ
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
そ
こ
の
水
を
使
う
と
い
う

の
は
ご
く
自
然
な
考
え
と
し
て
浮

か
び
ま
し
た
。
水
と
い
う
の
は
あ

ら
ゆ
る
建
物
で
必
ず
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
を
別
々
の
シ
ス
テ
ム

で
汲
み
上
げ
て
使
う
よ
り
も
1
つ

に
ま
と
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
考
え
た
ん
で
す
。

城
納　

２
０
３
０
年
と
い
う
テ
ー
マ

か
ら
、
我
々
が
考
え
た
の
は
交
通

機
関
と
食
料
問
題
を
結
び
つ
け
る

こ
と
で
し
た
。
ま
ず
交
通
機
関
の

中
で
、
植
物
を
栽
培
で
き
た
ら
い

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
話
は
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
意
味
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
と

い
う
よ
り
も
、
学
校
や
病
院
に
ま

で
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
う
の
で
す
。
子
ど

も
た
ち
が
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
出

か
け
て
い
っ
て
植
物
を
栽
培
で
き

た
ら
面
白
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
植
物
を
育
て
る
た
め
に
必
要
な

水
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
水
な
ら
ば
、

東
京
湾
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

│
作
業
分
担
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ニ
モ　

メ
イ
ン
と
な
る
チ
ュ
ー
ブ

と
カ
プ
セ
ル
の
部
分
は
僕
が
担
当

し
ま
し
た
。

城
納　

チ
ュ
ー
ブ
以
外
の
、
ダ
イ

ア
グ
ラ
ム
や
セ
ク
シ
ョ
ン
、
テ
キ

ス
ト
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
僕
が

担
当
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
体

の
パ
ー
ス
は
2
人
で
手
分
け
し
た

と
い
う
感
じ
で
す
。

│
制
作
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
苦
労

さ
れ
た
の
は
ど
の
あ
た
り
で
す
か
。

城
納　

こ
の
作
品
で
言
い
た
い
こ

と
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
の
で
、
そ

れ
を
ど
う
ま
と
め
る
か
が
大
変
で

し
た
。
水
を
使
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
水
は
海
水
を
脱
塩
し
て
い
る

こ
と
、
水
耕
ポ
ッ
ド
で
作
ら
れ
た

農
作
物
を
市
場
に
運
べ
る
こ
と
、

そ
れ
が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
で
、

同
時
に
地
方
都
市
と
中
心
都
市
と

が
つ
な
が
っ
て
い
く
な
ど
で
す
。

4
0
0
字
以
内
の
テ
キ
ス
ト
に
収

め
て
ほ
し
い
と
い
う
応
募
規
定
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
う
ま
く
入

れ
て
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
の
魅
力
を

伝
え
る
と
い
う
点
で
は
苦
労
し
ま

し
た
。

│
こ
の
作
品
に
込
め
た
思
い
は
？

ニ
モ　

こ
れ
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
な

作
品
で
は
な
い
ん
で
す
。
む
し
ろ
、

現
在
あ
る
都
市
を
お
互
い
に
連
結

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
新
し
い
可
能
性
を
探
る
と
い
う

考
え
方
で
つ
く
っ
て
い
る
ん
で
す
。

│
最
後
に
受
賞
さ
れ
た
こ
と
に
対

す
る
コ
メ
ン
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。

城
納　

今
回
、
最
高
の
賞
を
取
ら

せ
て
い
た
だ
き
非
常
に
光
栄
に
思

い
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

ゼ
ミ
の
皆
や
先
輩
、
先
生
方
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の

に
よ
っ
て
、
都
市
社
会
の
人
た
ち

が
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
、
地
方

都
市
の
あ
り
方
に
気
づ
い
て
い
た

だ
け
た
ら
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

も
価
値
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

ニ
モ　

以
前
か
ら
僕
の
や
っ
て
き

た
こ
と
が
、
こ
の
作
品
の
た
め
の

新
し
い
扉
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
つ
く

っ
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
探
究
の
過

程
の
な
か
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
僕

に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ニ
モ
氏 

R
obert W

illiam
 N
IM
M
O

●
近
畿
大
学
大
学
院 

シ
ス
テ

ム
工
学
研
究
科
１
年
。
エ
ジ
ン
バ
ラ
芸
術
大
学
で
学
ん
だ

後
、
１
年
間
の
予
定
で
来
日
。
小
川
晋
一
研
究
室
に
て
イ
ギ

リ
ス
建
築
と
日
本
の
建
築
と
の
意
匠
の
違
い
を
学
ん
で
い
る
。

城
納 

剛
氏

T
akeshi JO

N
O

●
近
畿
大
学
大
学
院 

シ
ス
テ
ム
工
学
研

究
科
１
年
。
小
川
晋
一
研
究
室
に
て
建
築
意
匠
を
研
究
す
る
。

３
年
生
の
と
き
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
短
期
留
学
し
て
、
イ
ギ
リ

ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
文
化
に
触
れ
、
現
在
は
、
哲
学

な
ど
思
想
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
。

最優秀賞

Hydrovator
─都市を貫く、都市を繋げる─

最 優 秀 賞 受 賞 者 に 聞 く

輸送と農業を同時に行う近未来都市の交通機関
Interview

都市の交通機関の中で作物も栽培するというアイデアで最優秀賞に輝いた「Hydrovator」。
近畿大学大学院で建築を学んでいる受賞者に、作品制作の意図やそこに込めた思いを聞いた。
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優 秀 賞 受 賞 作 品 と 他 の 参 加 作 品

花の形をしたかごがビル
の壁面を上下左右に移動
する。「見て美しく」「乗っ
て楽しい」交通機関の提
案である。出発点と到達
点をフラフラ・ふわふわ
と自由に移動する、建築
や都市に根付いた『乗る
こと、見ることが目的』
となる移動空間の提案で
ある。

roms ─ローリングモバイルスペース─
山下 健・君塚 史高
情報科学芸術大学院大学

個人用カプセル型移動装
置が通過するためのスマ
ートチューブ。
今後20年の間に空中を移
動する自走式個人用交通
機関が普及すると考え、
その空中移動が可能な個
人用交通機関が通過する
ための通路を提案し、既
存の交通機関と組み合わ
せることで交通渋滞が緩
和できると考えている。

多様なアイデアが光るエレベーターの数々
Outstanding Award and Judges' Awards

優秀賞には、移動手段を美しいCGと豊富な利用シーンでビジュアル化し、
移動手段を取り囲む世界を緻密に構築した作品が選ばれた。

審査員評
あっという間に変化する都市にフレキシブルに対応するため「仮設」というコンセプトを打ち出したことは評価したい。また、シャフトの役
割を果たす半透明の膜は有機的なイメージを想起させ、SFアニメのような美しさを見せるだろう。プレゼンテーションもやや掘り下げが足り
ないもののわかりやすく整理されており、応募作品の中でもっともバランスの取れた作品である。

応募作品の詳細は、下記のWebサイトにて公開中です。
http: //www.toshiba-elevator.co.jp/elv/newsnavi/volumes/2008/index.html

●審査員賞

Near-topia
─社会変化と建設の
　タイムラグを埋める─

北條  匠
東京藝術大学大学院

変化し続ける都市の様相に柔軟
に対応する「仮設エレベーター」。
ビル間をストレッチ素材の保護
皮膜に包まれたケーブルで結び、
その間を球状のかごで移動する。
ケーブルで結ぶことで垂直や水
平といったグリッド状の軸に縛
られない動線を実現し、柔軟性
のある素材を採用することで設
置と撤収を容易にしている。ま
た、外部皮膜の素材は透光性が
あり、広告や照明としても利用
可能である。

●優秀賞

          

●審査員賞

特集●交通と都市の未来形
FUTURE DESIGN 2008 未来エレベーターコンテスト 

麻野 友幸
法政大学大学院 
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グ
レ
ー
ド
の
高
い
応
募
作
品

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
総
数

32
点
と
、
今
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
昨
年
に
も
増
し
て
多
く
の
力
作

が
寄
せ
ら
れ
た
。
主
催
側
審
査
員

で
あ
る
原
田
氏
が
「
前
回
の
作
品

の
上
に
立
っ
て
、
検
討
が
充
分
に

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
わ

れ
た
」
と
語
っ
た
よ
う
に
、
2
回

め
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
グ
レ

ー
ド
の
高
い
応
募
作
品
が
た
く
さ

ん
集
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
特
に
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た

作
品
に
対
す
る
ア
ニ
リ
ー
ル
氏
の

「
も
の
す
ご
く
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

が
感
じ
ら
れ
た
」
と
い
う
言
葉
に

も
そ
れ
は
表
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
田
中
氏
は
こ
れ
ら
の
作

品
に
は
「
あ
た
か
も
生
き
物
の
よ

う
な
、
生
命
的
な
も
の
が
感
じ
ら

れ
、
こ
れ
は
最
近
の
デ
ザ
イ
ン
の

パ
ラ
ダ
イ
ム
と
も
合
致
し
て
い
る
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

今
村
氏
か
ら
も
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
と
、

ど
う
し
て
も
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
硬
い

イ
メ
ー
ジ
に
な
り
が
ち
だ
が
、
そ

れ
を
生
物
的
で
表
情
の
あ
る
乗
り

物
に
し
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
」

と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
方
、
カ
プ
セ
ル
化
と
い

う
こ
と
も
、
い
く
つ
か
の
作
品
に

は
共
通
に
見
ら
れ
た
傾
向
だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
は
、
辛
島
氏
の
ほ

う
か
ら
「
人
の
出
会
い
を
生
む
場

所
と
い
う
よ
り
は
、
人
を
分
別
し

て
た
だ
移
動
さ
せ
る
だ
け
の
道
具

に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
危
惧
も
指
摘
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

　

今
回
も
各
分
野
か
ら
集
ま
っ
た

審
査
員
た
ち
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

取
り
交
わ
さ
れ
た
。
印
象
的
な
意

見
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
。

辛
島
氏　

安
全
学
の
立
場
か
ら
作

品
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

こ
う
い
う
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
も
の

に
、
正
直
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

建
物
と
い
う
と
通
常
は
永
続
性
が

求
め
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
優
秀

賞
の
「
Ｎ
ｅ
ａ
ｒ

-

ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ａ
」

に
あ
っ
た
仮
設
性
と
い
う
考
え
方
、

そ
れ
も
チ
ー
プ
な
も
の
で
は
な
く
、

積
極
的
に
材
料
を
シ
ン
プ
ル
に
し

て
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
て
い
く
と
い
う

ア
イ
デ
ア
は
、
地
球
環
境
と
い
う

面
か
ら
も
い
い
で
す
し
、
ま
た
夢

が
あ
る
と
も
感
じ
ま
し
た
。

今
村
氏　

今
回
の
提
案
は
、
建
築

家
と
し
て
は
、
想
像
し
て
い
た
以

上
に
問
題
を
大
き
く
捉
え
て
い
た

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
基
本
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
で
す
け
れ
ど
も
、
多
く
の
作
品

が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
や

環
境
の
問
題
ま
で
を
も
含
め
た
提

案
を
し
て
い
ま
す
。
い
ま
の
ま
ま

で
は
ま
ず
い
と
い
う
高
い
問
題
意

識
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ど
う

す
れ
ば
解
決
で
き
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
勢
が
見
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

田
中
氏　

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら

審
査
に
加
わ
り
ま
し
た
。
ア
イ
デ

ア
の
発
想
と
し
て
、
自
分
の
視
点

か
ら
自
分
が
実
現
し
た
い
こ
と
を

考
え
て
い
く
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
セ
ン

タ
ー
ド
・
デ
ザ
イ
ン
と
、
自
分
を

取
り
巻
く
環
境
に
視
点
を
置
く
ア

ー
バ
ニ
ズ
ム
の
2
つ
の
方
向
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、

こ
れ
は
内
側
か
ら
の
発
想
と
外
側

か
ら
の
発
想
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
回
、
最
後
に
残
っ
た
の
は
ア
ー

バ
ニ
ズ
ム
＝
外
側
か
ら
の
も
の
で

し
た
が
、
本
来
は
こ
の
両
方
の
視

点
が
、
1
つ
の
提
案
に
融
合
さ
れ

る
と
よ
り
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

ア
ニ
リ
ー
ル
氏　

Ａ
１
判
サ
イ
ズ

と
い
う
1
枚
の
紙
の
上
に
、
ど
う

や
っ
て
相
手
に
伝
え
る
画
像
や
情

報
を
入
れ
て
い
く
の
か
。
画
像
ひ

と
つ
で
す
べ
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
し
、
プ
ラ
ス
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
た
り
、
そ
の
逆
の

場
合
も
あ
り
得
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
審
査
の
場
で
は
細
部
ま
で
意
図

を
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
で
き

想像力が生み出した交通の未来像を語る
Discussion

“想像力”という人間の知恵は、2030年の未来交通をどのように予測するのか。また、応募者たちはプレゼンテーション
という“表現力”を使って、それをどう紙の上に展開したのか。一般公募に拡大して初となる「未来エレベーターコン
テスト」。今回も各分野から集まった５人の審査員たちが、応募作を審査するなかで未来のエレベーター・エスカレー
ターについて、そしてこれからの都市とその交通機関の向かって行こうとする方向について語り合った。

コ ン テ ス ト を 終 え て

（写真左から）

原田  豊氏／今村 創平氏 ／辛島恵美子氏 
／アニリール・セルカン氏／ 田中 浩也氏

審査員
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る
だ
け
分
か
り
や
す
く
表
現
す
る

こ
と
。
表
現
者
と
し
て
、
僕
自
身

も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は

と
て
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

原
田
氏　

一
般
に
、
メ
ー
カ
ー
が

こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
み
な

直
線
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
今
回
の
提
案
の
よ
う
な
も
の
が

出
て
く
る
と
、
新
し
い
都
市
の
交
通

手
段
・
機
関
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
気
が
し
ま
し
た
。
我
々

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
こ
う
し
た

提
案
は
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

来
年
に
向
け
て

　

後
半
、
来
年
に
向
け
て
の
話
題

を
話
し
合
う
な
か
で
は
、
ア
イ
デ

ア
の
傾
向
が
似
て
い
る
作
品
が
多

数
集
ま
る
こ
と
の
危
険
性
に
つ
い

て
も
触
れ
ら
れ
た
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
入
賞
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
人
工
衛
星

か
ら
ロ
ー
プ
を
下
ろ
し
、
宇
宙
で

ブ
ラ
ン
コ
を
す
る
「
S
p
a
c
e  

S
w
i
n
g
」
に
は
、
他
に
は
見

ら
れ
な
い
発
想
の
奇
抜
さ
と
い
う

点
に
お
い
て
、
高
い
評
価
が
集
ま

っ
た
。
ま
た
、
大
都
市
ば
か
り
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
な
か
で
、
地
方

都
市
に
眼
を
向
け
、
し
か
も
最
終

形
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
で
は
な
く
、

オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
で
、
必
要
な
場

所
に
必
要
な
だ
け
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
を
作
る
と
い
う
カ
タ
ロ
グ
的
な

発
想
の
「
ま
ち
な
か
チ
ェ
ー
ン
・

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
」
も
評
価
で
き
る

の
で
は
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
に
よ
り
今
回
の

優
秀
作
と
は
ま
た
別
の
方
向
に
も
、

充
分
に
未
来
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
新
た
な

可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
次
回
は
ど
ん
な
作
品
が

登
場
し
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

椿  昇 TSUBAKI Noboru

京都造形芸術大学
空間演出デザイン学科
教授
現代美術家

R E V I E W

大不況の時代を迎えて

　今、世界は金融危機を発端とする大不況を迎えていて、これまで
のような大量消費の時代は行き詰まりがきています。少し前の日本
ではいろいろなものをリサイクルしながら使ってきましたが、バブ
ル期以降、むりやりグローバル化することで、大量消費システムに
変わってしまった。それがここにきて、曲がり角を迎えたのです。
このような時代こそ、長期的な展望に基づいたプログラムを設計す
ることが大切な問題になります。
　たとえこの不況を脱却したとしても、僕は、これからの社会は、
これまでのように次々と巨大な建物を作っていくような方向に戻る
のとはまた違うのではないかと考えています。移動手段にしても、
小さい移動システムの方に目を向けることが必要ではないでしょう
か。それもヒューマン・スケール・エナジー（人間サイズの等身大の
エネルギー）をどう有効に使うかに可能性があるように思うのです。

小さなコミュニティー

　都市のレベルの話をすると、いずれは、石油がなくなるときがやっ
てきます。次のエネルギーが出てくるまでには、ジェット機で大陸間
の移動をできるのは一部の特殊な人だけに限られてくると思うのです。
そして、長い距離の移動が困難になってくると、今度はコミュニティ
ーの形も変わってきます。日本の場合、東京なら東京、京都なら京都
というふうにそれぞれ小さなコミュニティーでやっていかなくてはな
らない。いま私の教えている大学のある京都では、学生たちはいろん
なところのアクセスに自転車を使うことが多いのですが、こうした時
代がやってくるとすれば、移動手段としての自転車を見直すことは、
とても有効だと考えています。

パワーアシストの重要さ

　これからの時代は、パワーアシストが非常に重要だと思っていま
す。自転車もその一種ですし、高齢化社会のなかでは、階段の上り
下りという問題もあります。都市での移動だけではなく、家のなか
でもマイクロのアシスト・システムを使うことで、ある程度自分の
筋肉を使いながら楽に２階への上り下りができるようにする必要が
あります。
　パワーアシストというのは、フィジカルな面だけではなく、人間
の心の問題でもあります。心をアシストする、ワクワクさせるとい
うのも大切です。エレベーターにしても、単に機能だけの問題では
なく、もっとメンタルな部分で考えてもいいと思うんです。エレベ
ーターのかご室の壁をプラズマ・ディスプレイにして、上るときに
は雲の映像を流したり、地下に降りるときには土の中に入っていく
映像を流すこともいまある技術で十分可能なはずです。僕の専門で
あるアートも、実は気持ちを落ち着かせたり、昂揚させたり、人を
応援する、勇気づける、アシストするものに他なりません。
　この「未来エレベーター・コンテスト」も、そのあたりを踏まえ
た上で新しいアイデアを考えてもらえると、面白いものが出てくる
のではないかという気がします。（談）

　未来都市の交通と
　パワーアシストの可能性
世界的な大不況のなかで、これからの未来都市のあり方、
そして交通はどう変わってくるのか、
あるいはどう変わるべきなのか。

「Space Swing」（上）と「まちなかチェーン・リアクション」（下）
審査員から高い評価を受けたものの、惜しくも入選を逃した２作品。
プレゼンテーション力は審査員の評価に大きく影響した。

特集●交通と都市の未来形
FUTURE DESIGN 2008 未来エレベーターコンテスト 
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お
年
寄
り
の
転
倒
防
止
に
注
力

　

す
で
に
70
年
を
超
す
歴
史
を
持
つ
老
舗
で
あ
る
ト
キ
ハ
は

大
分
県
内
唯
一
の
百
貨
店
で
あ
る
。
大
分
市
街
中
心
部
に
建
つ

本
店
は
地
上
８
階
地
下
２
階
で
、
年
間
入
店
者
数
は
８
０
０
万

人
に
の
ぼ
る
。
ト
キ
ハ
取
締
役
常
務
執
行
役
員
の
岡
公
治
氏
は

こ
う
語
る
。

　
「
当
店
に
は
、
お
子
さ
ま
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
代

の
お
客
さ
ま
が
お
越
し
に
な
り
ま
す
。
特
に
近
年
で
は
一
人
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
お
年
寄
り
の
方
が
増
え
て
お
り
、
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
で
の
転
倒
防
止
に
は
神
経
を
使
っ
て
い
ま
し
た
」

　

ト
キ
ハ
本
店
に
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
34
台
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
含
め
て
11
台
あ
る
が
、
百
貨
店
の

ト

キ

ハ

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
﨑
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

▲エスカレーター・２階のりば
リニューアルにより全体が明るくなったほか、大幅な省エネを実現した。

リニューアル前

Before

リニューアル後

After

OWNER

MAKER

デ
パ
ー
ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
通
手
段
で
あ
る
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、こ
う
し
た
大
規
模
商
業
施
設
で
は
、店
を
営
業
し
な
が
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
は
大
変
な
作
業
だ
。
大
分
県
で
唯
一
の
百
貨
店
で
あ
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
も
展
開
す
る
ト
キ
ハ
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
苦
労
話
を
伺
っ
た
。

9
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よ
う
な
大
型
商
業
施
設
で
は
な
ん
と
い
っ
て
も
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
輸
送
力
が
大
き
い
。
来
店
客
の
85
％
が
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
使
い
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
15
％
だ
と
い
う
。

　

ト
キ
ハ
本
店
全
体
で
東
芝
製
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
採
用
し
た

の
が
１
９
７
０
年
の
こ
と
。
93
年
頃
に
は
老
朽
化
に
よ
る
動
作

中
の
停
止
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
岡
氏
を
は
じ
め
経
営

幹
部
た
ち
は
安
全
性
に
不
安
を
感
じ
始
め
て
い
た
。

　
「
あ
る
と
き
お
年
寄
り
の
お
客
さ
ま
の
転
倒
が
あ
り
、
こ
れ

は
お
か
し
い
と
思
っ
て
調
査
し
て
み
た
ら
、
徐
々
に
停
止
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
し
た
。
当
社
は
創
業
時
か
ら〝
お
客
さ
ま

第
一
〞が
基
本
で
す
。
早
急
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
含
め
て
全
台

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
よ
う
と
役
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。
か
な

り
の
費
用
は
か
か
り
ま
す
が
、
お
客
さ
ま
の
安
全
の
た
め
で
す

の
で
反
対
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

特
に
南
館
の
地
下
１
階
の
食
品
売
り
場
か
ら
両
手
一
杯
に

荷
物
を
持
っ
て
１
階
に
上
が
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
の
転
倒

が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
手
助
け
を
す
る
係
を
常
駐
さ
せ
、
一

緒
に
荷
物
を
持
っ
て
上
が
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
ま
で
運
ぶ
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
電
気
消
費
量
は
３
分
の
１
に

　

県
内
唯
一
の
百
貨
店
で
あ
る
以
上
、
店
を
閉
め
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
東
芝
エ
レ

ベ
ー
タ
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
計
画
的
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
進
め
た
。
ま
ず
、
95
年
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
開
始
し
た
。
か
ご
室
内
に
椅
子
を
設
置
し
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
と
し
て
音
声
案
内
も
導
入
し
た
。

　

引
き
続
き
２
０
０
１
年
か
ら
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
準
撤
去

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し
た
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
は
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
よ
り
も
撤
去
に
時
間
が
か
か
る
。
通
常
は
少
な
く
と
も

２
台
で
３
週
間
は
必
要
だ
が
、
営
業
時
間
中
も
音
の
出
な
い
工

事
を
行
う
な
ど
工
夫
し
て
、
1
台
平
均
10
日
、
上
り
下
り
を
合

わ
せ
る
と
平
均
20
日
の
短
工
期
で
行
っ
た
。
ま
た
、
来
店
客
の

▲エスカレーター・運転モニター「ESNAVI」
一部のエスカレーターには運転方向がひと目でわかるよう、運転方向を表示
するモニターが設置されている。

エレベーター・１階ホール
一部のエレベーターにはエレベーターガールが
配置されている。エレベーターガールの制服は、
創業70周年を記念して開店当時と同じデザイン
を復刻した。

岡 

公
治
氏

株
式
会
社
ト
キ
ハ

取
締
役
常
務
執
行
役
員

経
営
管
理
本
部
長
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トキハ
1985年には本店の隣に情報発信基地「トキハ会館」をオープン、88年に
は別府店、2000年には大分市郊外に大型ショッピングセンター「トキハ
わさだタウン」を独力で開店させた。わさだタウンの入店者数は年間 900
万人に達する。
■住所：大分県大分市府内町 2-1-4
■TEL：097-538-1111

上
り
の
動
線
を
切
ら
な
い
た
め
に
も
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
を
上
り
に
変
え
る
な
ど
し
て
対
応
し
た
。

　
「
よ
く
我
々
の
要
望
に
応
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
き
れ
い
に
な
る
と
、
フ
ロ
ア
の
印
象
が

明
る
く
な
り
、
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
省
エ
ネ
効
果

も
大
き
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
電
気
消
費
量
が
従
来
の
３
分

の
１
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
気
消
費
の
削
減
は
環
境
対

策
に
も
な
り
ま
す
。
大
型
商
業
施
設
で
は
温
暖
化
ガ
ス
削
減

の
義
務
化
も
あ
り
、
お
客
さ
ま
の
関
心
も
高
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
」

　

岡
氏
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
顧
客
に
と

っ
て
空
気
の
よ
う
な
当
た
り
前
の
存
在
で
あ
る
だ
け
に
、
安

心
安
全
が
何
よ
り
大
事
と
強
調
す
る
。

　
「
我
々
は
あ
る
意
味
公
共
的
施
設
に
近
い
存
在
な
の
で
、
安

心
安
全
は
デ
パ
ー
ト
と
し
て
の
使
命
で
す
。
今
回
は
、
お
客

さ
ま
の
満
足
感
を
含
め
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
た
効
果
が
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
」

デパートにおいて、フロアの中央に位置し、商品

を見ながら移動できるエスカレーターは、フロ

アの顔ともいえるものです。

　一度に利用できる人数が多く、基本的に営業時間中

は常時動いているエスカレーターは、エレベーターと

比べると格段に多くの人を運ぶことができます。しか

し、営業時間中は常時動いているので電気代などラン

ニングコストも高くなるため、設置されているのは駅

や大規模商業施設、大学などに限られています。便利

で利用する機会が多いのであちこちにあるように感じ

られますが、意外と設置されている場所は少ないので

す。

　しかし、利用できる人数が多いということは、それ

だけリニューアルするのが大変だということです。建

物内の主要動線を一時的に使用不可にしてしまうた

め、より綿密な計画に基づくリニューアルが必要にな

ります。

　今回の例では、1台平均10日間という大変短い工期

に驚きました。同じ建物でいくつものエスカレーター

をリニューアルしたことによるノウハウの蓄積や、営業

時間中の工事を実現したことなど様々な要因はあると

思いますが、東芝エレベータとトキハさんの協力関係

があって実現できたものだと思います。

　特に営業時間内の工事となると、フロアの目立つ部

分に立入禁止の場所ができることになります。本文中

で触れられていた騒音対策などに加えて、フロアの雰

囲気を損なわないための養生（工事場所の周りを囲う

おおい）などにも注意をしなければならないでしょう。

　ですが、エスカレーターは稼働時間の長い場所です

ので、省エネによるランニングコストの低減効果も顕

著に表れます。工事は大変ではありますが、それだけ

にイメージアップとコストダウンの両方でデパートに

大きく貢献するでしょう。（談）

P O I N T

主要動線をリニューアルして
イメージアップ

篠﨑隊長の
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安
井 

照
明
氏

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
部

事
業
部
長

千
村 

真
二
氏

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
企
画
担
当　

グ
ル
ー
プ
長

大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が

あ
る
。
過
去
の
事
例
を
踏

ま
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

ポ
イ
ン
ト
や
工
事
に
つ
い

て
詳
し
い
両
氏
に
聞
い
た
。

短
工
期
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が

求
め
ら
れ
る
商
業
施
設

　

不
特
定
多
数
の
来
店
客
が
集
ま
る
大
規
模
商
業

施
設
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
困
難
が
と
も
な
う
。
一
定
期
間
、

全
館
閉
館
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
う
の
が

一
番
効
率
的
だ
が
、
店
舗
側
と
し
て
は
極
力
、
営

業
を
続
け
た
ま
ま
で
工
事
し
た
い
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
部
の
安
井
照
明
事
業
部
長

は
こ
う
語
る
。

　
「
大
規
模
商
業
施
設
に
お
け
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

特
徴
は
、
短
い
工
期
と
夜
間
工
事
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
合
わ
せ
て
短
工
期
で
完
了
さ
せ
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
す
。
過
去
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
っ
た
都
内
の
百
貨
店
で
は
混
雑
す
る
土

日
に
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
動
か
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
日
曜
日
の
閉
店
後
か
ら
土
曜
日
の
開
店

前
ま
で
５
日
間
で
４
台
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ど
の
施
設
で
も
同
じ
よ
う
に
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
工
期
の
短
縮
は

ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
ま
す
」

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
数
台
を
動
か
し

な
が
ら
順
番
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
る
が
、
営
業

中
、
絶
え
ず
動
い
て
い
る
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
場

合
、
１
台
止
め
る
と
、
そ
の
エ
リ
ア（
バ
ン
ク
）
全

体
の
動
線
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
部
の
千
村
真
二
グ
ル
ー
プ

長
は「
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
輸
送
力
は
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
比
で
は
な
く
、他
で
代
替
で
き
ま
せ
ん
」と
語
る
。 　

「
バ
ン
ク
全
体
を
一
気
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き

れ
ば
効
率
的
で
す
が
、
そ
れ
で
は
動
線
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
。
階
段
で
の
移
動
も
難
し
い
と
な
れ
ば
、

あ
と
は
ト
キ
ハ
さ
ん
で
行
っ
た
よ
う
に
フ
ロ
ア
ご

と
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
」
と
千
村
氏
。

　

例
え
ば
、
３
〜
４
階
の
４
台
を
ま
ず
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
、
３
階
ま
で
は
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
動

か
し
、
そ
こ
か
ら
上
は
階
段
を
使
っ
て
も
ら
う
。

あ
る
い
は
、
下
り
専
用
や
上
り
専
用
ご
と
に
片
方

ず
つ
工
事
し
、
必
ず
上
り
の
動
線
を
確
保
す
る
手

法
も
あ
る
。
ト
キ
ハ
で
は
こ
の
方
法
で
、
上
り
を

工
事
す
る
間
は
下
り
を
上
り
に
転
用
し
た
。

　

現
在
、
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
で
は
機
材
を
ユ
ニ
ッ

ト
化
し
て
現
地
で
の
加
工
を
少
な
く
し
た
り
、
夜

中
も
工
事
す
る
な
ど
工
期
を
短
縮
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
ト
キ
ハ
さ
ん
で
は
夜
だ
け
で
な
く
、
昼
も
工
事

を
さ
せ
て
も
ら
い
、
何
度
も
同
じ
工
事
を
行
う
こ

と
で
熟
練
度
が
上
が
っ
た
た
め
、
き
わ
め
て
短
工

期
で
完
了
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
稀
な
ケ
ー
ス

で
す
」
と
千
村
氏
は
語
る
。

意
匠
面
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
重
視

　

大
規
模
商
業
施
設
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
手
間

と
コ
ス
ト
が
か
か
る
た
め
に
事
例
は
多
く
な
い
が
、

ト
キ
ハ
の
よ
う
に
安
全
意
識
が
高
い
企
業
や
、「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
た
め
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

施
設
も
出
て
き
ま
し
た
」
と
安
井
氏
は
言
う
。

　
「
運
転
速
度
や
扉
の
開
閉
速
度
を
落
と
し
た
り
、

防
犯
対
策
な
ど
、
多
く
の
施
設
で
は
利
用
者
の
使

い
勝
手
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
法
定
償

却
年
数
も
考
慮
し
て
ほ
ぼ
20
年
を
目
安
と
し
て
い

る
。「
ト
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
フ
レ
ー
ム
を
含
め
て

全
体
を
交
換
す
る
全
撤
去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
フ
レ

ー
ム
を
残
し
て
そ
の
他
の
機
器
を
更
新
す
る
準
撤

去
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
制
御
盤
・
駆
動
装
置
な
ど
を

交
換
す
る
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
３
種
類
が
あ
り
、

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
と
し
て
は
準
撤
去
を
推
奨
し
て

い
る
。
ト
キ
ハ
も
こ
の
ケ
ー
ス
だ
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
意
匠

面
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
最

新
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は
、
欄
干
、
手
す
り
ベ
ル
ト
、

欄
干
の
土
台
と
な
る
デ
ッ
キ
部
分
が
ス
リ
ム
に
な

っ
た
。
欄
干
の
ガ
ラ
ス
板
も
ふ
く
ら
み
の
な
い
ス

ト
レ
ー
ト
タ
イ
プ
で
乗
っ
た
と
き
に
広
く
感
じ
る
。

ベ
ル
ト
も
薄
型
で
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増

え
た
。
デ
ッ
キ
は
ビ
ス
が
隠
れ
て
ス
マ
ー
ト
に
な

り
、
デ
ッ
キ
レ
ス
の
機
種
も
あ
る
。

　

ま
た
消
費
電
力
の
低
減
や
、
踏
み
台
と
ベ
ル
ト

の
動
き
に
異
常
が
生
じ
た
と
き
に
自
動
停
止
す
る

安
全
装
置
な
ど
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
運
転

方
向
や
進
入
禁
止
を
モ
ニ
タ
ー
で
表
示
す
る「
Ｅ
Ｓ

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
と
い
う
機
能
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
「
安
全
性
を
高
め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
で
安
心

に
も
配
慮
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
商
業
施
設
に
と

っ
て
ア
ピ
ー
ル
効
果
が
高
い
」
と
安
井
氏
が
語
る

よ
う
に
、
今
後
大
規
模
商
業
施
設
で
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
だ
ろ
う
。

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

OWNER

MAKER
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
安
全
装
置
に

つ
い
て
、
最
も
基
本
的
な
と
こ
ろ

か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
か
ご

と
一
緒
に
動
く
内
側
の
扉
と
、
各

階
の
乗
り
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る

外
側
の
扉
の
両
方
の
扉
が
完
全
に

閉
ま
ら
な
い
と
動
か
な
い
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
乗
り
場
側

の
扉
も
、
か
ご
が
到
着
し
な
い
と

ロ
ッ
ク
機
構
が
解
除
さ
れ
な
い
た

め
、
フ
ロ
ア
の
乗
り
場
側
の
扉
が

不
用
意
に
開
く
こ
と
は
な
い
。

　

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
昇
降

速
度
は
「
調
速
機
」
に
よ
り
監
視

さ
れ
て
い
る
た
め
、
速
度
超
過
が

検
知
さ
れ
た
場
合
に
は
、
電
力
供

給
を
ス
ト
ッ
プ
し
た
り
非
常
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
た
り
し
て
停
止
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
の
開
発
し
た

世
界
最
高
速
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
、

分
速
１
３
０
０
m
で
落
下
す
る

23
t
の
重
量
を
停
止
さ
せ
る
た
め
、

摩
擦
熱
に
耐
え
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製

の
ブ
レ
ー
キ
シ
ュ
ー
が
新
規
開
発

さ
れ
た
。
昇
降
路
の
底
部
に
は
、

11
t
の
衝
撃
に
耐
え
る
油
圧
緩
衝

器
が
設
置
さ
れ
、
万
一
の
落
下
に

備
え
ら
れ
て
い
る
。

連載●安全・安心を科学する

機械の安全を実現するには？
乗り物から電子情報機器まで、私たちの生活は日々さまざまな機械に囲まれて成り立っている。

これらの機械の安全について、これまでどんな努力が払われて来たのか。
また、機械に囲まれた暮らしを安全・快適にするには、私たちは何を心がければいいのか。
ものづくりに欠かせない安全学について、明治大学の向殿政男教授に語ってもらった。

「
安
全
装
置
」
の
歴
史
と

基
本
的
な
考
え
方

　

機
械
の
「
安
全
装
置
」
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
が
表
す
と
こ
ろ
は
機

械
の
種
類
に
よ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

だ
。
こ
う
し
た
機
械
装
置
の
安
全

性
の
歴
史
と
区
分
に
つ
い
て
、
明

治
大
学
理
工
学
部
教
授
の
向
殿
政

男
氏
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　
「
安
全
装
置
は
、
か
つ
て
は
ボ
イ

ラ
ー
の
安
全
弁
な
ど
の
よ
う
に
、
機

械
構
造
で
安
全
を
確
保
す
る
〈
構

造
安
全
〉
が
主
流
で
し
た
。
壊
れ

た
と
き
に
は
必
ず
安
全
側
で
停
止

す
る
よ
う
に
設
計
す
る〝
フ
ェ
イ
ル

セ
ー
フ
〞と
い
う
発
想
で
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、
最
近
で
は
電
子
回

路
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
機
能
で

安
全
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
〈
機

能
安
全
〉
の
考
え
方
が
出
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
バ
グ
や
停
電
で
安

全
装
置
そ
の
も
の
が
壊
れ
る
可
能

性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
た
め
、
故
障

率
を
い
か
に
減
ら
す
か
が
課
題
に

な
っ
て
き
ま
す
」

　

例
え
ば
鉄
道
は
、
機
械
的
な
構

造
と
電
気
的
な
制
御
を
う
ま
く
組

み
合
わ
せ
な
が
ら
、
故
障
や
停
電

の
際
に
も
必
ず
安
全
な
方
向
で
停

止
す
る
よ
う
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
、

フ
ェ
イ
ル
セ
ー
フ
な
シ
ス
テ
ム
の

典
型
例
で
あ
る
。

　

ま
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
場
合
も
、

ロ
ー
プ
で
カ
ゴ
を
吊
る
す
と
い
う

機
械
的
な
構
造
が
基
本
と
な
っ
て

い
る
が
、
最
近
で
は
セ
ン
サ
ー
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
電
気
制

御
の
比
重
が
非
常
に
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
例
え
ば
万
一
ロ
ー

プ
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
も
、

異
常
な
加
速
を
電
気
的
に
検
知
し

て
安
全
装
置
を
作
動
さ
せ
る
と
同

時
に
、
機
械
的
な
ブ
レ
ー
キ
で
も

停
止
さ
せ
る
仕
組
み
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。

　
「
電
気
に
依
存
す
る
装
置
は
停

電
し
た
ら
お
し
ま
い
で
す
か
ら
、

最
後
の
最
後
は
機
械
的
に
止
め
る

の
が
一
番
安
全
な
の
で
す
」

適
切
な
情
報
提
供
に
よ
る

安
全
の
実
現

　

一
方
、
機
械
装
置
が
複
雑
化
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
や
電
子
回
路
に
よ
っ
て
代
替

さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
一
見
し
た

だ
け
で
は
内
容
や
危
険
性
が
理
解

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

安
全
装
置

明治大学教授 向殿政男氏に聞く安全装置の考え方
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で
き
な
い
装
置
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
で
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、「
情
報
提
供
」
の
重
要
性
が

増
し
つ
つ
あ
る
と
向
殿
氏
は
言
う
。

　
「
極
端
な
例
は
、
携
帯
電
話
の

リ
チ
ウ
ム
電
池
で
す
。
あ
れ
は
実

は
ガ
ソ
リ
ン
を
持
ち
歩
い
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
、
シ
ョ
ー
ト
す
る

と
も
の
す
ご
い
爆
発
が
起
こ
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ガ
ソ

リ
ン
が
危
な
い
こ
と
は
誰
で
も
知

っ
て
い
ま
す
が
、
身
近
な
リ
チ
ウ

ム
電
池
が
そ
ん
な
に
危
険
な
も
の

だ
と
は
誰
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
よ

ね
。
だ
か
ら
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
は

危
な
い
と
い
う
情
報
を
き
ち
ん
と

提
供
し
て
、
注
意
し
て
使
用
す
る

こ
と
を
促
す
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

向
殿
氏
は
「
安
全
学
」
を
提
唱

し
て
お
り
、
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
3
つ
の
要
件
を
挙
げ
て
い
る
。

1
つ
は
「
技
術
」
で
、
安
全
に
つ

な
が
る
要
件
を
技
術
的
に
実
現
す

る
こ
と
。
も
う
1
つ
は
「
人
間
の

注
意
」
で
、
ユ
ー
ザ
ー
に
も
リ
ス

ク
を
覚
悟
し
な
が
ら
使
う
責
任
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
後

は
「
仕
組
み
」
で
、
安
全
の
た
め

の
管
理
体
制
や
、
標
準
化
、
法
律

と
い
っ
た
、
組
織
や
仕
組
み
を
指

す
。
そ
し
て
、
安
全
は
こ
れ
ら
の

3
つ
の
要
素
が
協
調
し
て
は
じ
め

て
実
現
す
る
も
の
だ
と
、
向
殿
氏

は
言
う
。

　
「
技
術
に
1
0
0
％
は
あ
り
え

な
い
か
ら
、
使
う
人
も
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
転
倒
事
故
な
ど
は
、

安
全
装
置
だ
け
で
は
防
げ
な
い
こ

と
で
す
し
、
〝
乗
る
時
に
手
す
り

を
つ
か
む
〞と
い
っ
た
ユ
ー
ザ
ー
の

責
任
感
と
注
意
抜
き
に
は
、
安
全

は
実
現
で
き
ま
せ
ん
」

　

そ
し
て
こ
う
し
た
安
全
性
を
き

ち
ん
と
認
識
す
る
た
め
に
は
、
事

故
情
報
の
収
集
と
共
有
が
や
は
り

重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
地
震
と
一
緒
で
、
結
局
、
事
故
は

起
こ
り
う
る
と
考
え
た
う
え
で
、

〝
事
後
処
理
〞を
ど
う
す
る
か
も
考

え
た
方
が
い
い
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
設
計
者
に
は
事
前
に
可
能
な
限
り

の
リ
ス
ク
を
想
定
し
、
検
討
し
て
お

く〝
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
〞の
義

務
が
あ
り
ま
す
が
、〝
予
見
で
き
な

い
事
故
〞が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合

は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、

犯
人
追
及
を
す
る
前
に
、
ま
ず
は

適
切
な
原
因
究
明
を
行
っ
て
、
一

般
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
い
か
に
早

く
事
故
情
報
を
提
供
し
、
対
応
す

る
か
が
大
切
で
す
」

安全規格とはどんなものか。産業
革命以来の誕生と変遷の歴史か
ら、その種類、世界各国の運用状
況など、安全規格にまつわるさま
ざまなトピックを概観してみよう。

「安全規格」は
こうして作られた

　

安
全
規
格
の
歴
史
は
、
ま

ず
産
業
革
命
の
時
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　

蒸
気
機
関
に
よ
る
動
力
革

命
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
な
い

大
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
産
業

事
故
が
起
こ
り
始
め
、
事
故

を
補
償
す
る
保
険
会
社
が
登

場
し
た
。
こ
の
と
き
、
保
険

の
適
用
を
判
定
す
る
必
要
性

か
ら
、
保
険
会
社
を
中
心
に

民
間
主
導
で
安
全
規
格
が
整

備
さ
れ
始
め
た
の
だ
。

　

例
え
ば
エ
ジ
ソ
ン
以
後
電

気
産
業
が
発
達
し
た
ア
メ
リ

カ
で
は
、
Ｕ
Ｌ
（
保
険
業
者
研

究
所
）
が
電
気
の
安
全
規
格

を
作
成
し
て
認
証
を
始
め
た
。

し
か
し
事
故
の
被
害
規
模
が

拡
大
し
始
め
る
と
、
や
は
り

民
間
で
は
な
く
国
に
よ
る
安

全
規
格
の
必
要
性
も
議
論
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
現
在
の
安
全
規
格
は
、

基
本
的
に
は
国
が
決
め
る
強
制

規
格
や
任
意
規
格
と
、各
種
業

界
団
体
な
ど
民
間
で
決
め
る
任

意
規
格
で
成
立
し
て
い
る
。
例

え
ば
、日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
、イ

ギ
リ
ス
の
Ｂ
Ｓ
規
格
な
ど
は
、

国
家
標
準
の
工
業
規
格（
任
意

規
格
）で
あ
る
。

　

一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

Ｅ
Ｕ
各
国
間
の
安
全
基
準
の

違
い
を
越
え
て
製
品
を
流
通

さ
せ
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｎ（
欧
州
規

格
）が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を

満
た
す
製
品
は
、
Ｅ
Ｕ
共
通
の

要
求
事
項（
強
制
）を
満
た
し
た

製
品
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
、
Ｅ

Ｕ
内
の
ど
こ
で
も
流
通
さ
せ

ら
れ
る
。
Ｅ
Ｎ
は
任
意
規
格
で

あ
る
も
の
の
、
事
実
上
の
強
制

規
格
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
国
際
的
な
安
全
基

準
の
違
い
を
越
え
て
流
通
を

促
進
す
る
た
め
に
、
世
界
標
準

規
格
も
存
在
す
る
。
電
気
系

の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
、
機
械
系
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

な
ど
で
あ
る
。
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各分野の安全対策を包括し、共通化するための概念図。
下位の安全対策は上位の概念に則ったものになる。

理念

原理・原則のように
すべてに共通するもの

技術 人間 組織

分野に固有の安全対策

一般化された安全対策では補えない、
各分野固有の安全対策

安全関連分野

それぞれの分野で開発された
安全対策に共通するものを一般化

図　安全マップ



ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

縦
断
し
て
走
る
鉄
道

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
作
家
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ジ
ョ

イ
ス
の
『
ユ
リ
シ
ー
ズ
』
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
首
都
ダ

ブ
リ
ン
を
さ
ま
よ
う
主
人
公
の
1
日
を
描
い
た
小
説
で
、

20
世
紀
文
学
の
傑
作
と
し
て
誉
れ
高
い
。
し
か
し
、
そ
の

ジ
ョ
イ
ス
自
身
が
「
貧
し
い
国
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
か
つ

て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
並

ん
で
貧
困
に
苦
し
ん
で
い
る
国
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
E
U
（
欧
州
連
合
）
全
体
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

化
に
よ
り
急
速
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
最
近
の
世
界
同
時

恐
慌
で
陰
り
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
1
9
9
5
年
か
ら

2
0
0
0
年
の
間
に
は
経
済
成
長
率
が
10
%
前
後
と
、
世

界
に
お
い
て
最
も
経
済
成
長
を
遂
げ
た
国
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
。
も
と
も
と
人
口
の
少
な
い
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
経
済
成
長
を
遂
げ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
こ
れ
ら
の
経
済
成
長
の
成

果
を
公
共
交
通
へ
投
資
し
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が

2
0
0
1
年
に
完
了
し
た
鉄
道
整
備
だ
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
首
都
ダ
ブ
リ
ン
と
イ
ギ
リ
ス
領
で
あ
る
北
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
首
都
ベ
ル
フ
ァ
ス
ト
間
を
約
２
時
間
で
結
ぶ
国
際
列

車
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
ま
た
同
じ
く
ダ
ブ
リ
ン
と
南
の

都
市
コ
ー
ク
を
２
時
間
50
分
で
結
ぶ
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
が

走
っ
て
い
て
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
縦
断
し
て
い
る
。

　

以
前
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
観
光
と
い
っ
て
も
ダ
ブ
リ
ン
が

主
だ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
鉄
道
に
よ
り
か
な
り
拡
大
し
た
。

も
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
鉄
道
で
ケ
ル
ト
の

国
を
旅
し
て
み
る
の
も
一
興
だ
。
ジ
ョ
イ
ス
の
愛
し
た
ダ

ブ
リ
ン
に
は
、
2
0
0
4
年
か
ら
新
型
路
面
電
車
ル
ア
ス

（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
語
で
ス
ピ
ー
ド
の
意
味
）も
走
っ
て
い
る
。（
談
）

EU統合と外国資本の積極的な導入により急速な経済成長を遂げたアイルランド。
さらなる競争力の向上を目指したインフラ整備を目標に掲げている。

法政大学 教授  黒川 和美




